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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
、
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
に
は
、
４
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
の
高

齢
者
と
い
う
超
高
齢
社
会
が
到
来
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
西
東
京
市

に
お
き
ま
し
て
も
約
４
万
３
千
人
余
り
、
す
で
に
５
人
に
１
人
以
上

の
方
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
団
塊

の
世
代
の
皆
様
も
退
職
を
迎
え
る
中
、
何
よ
り
も
高
齢
者
の
皆
様
が

安
心
し
て
元
気
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。市

民
の
皆
様
の
健
康
づ
く
り
を
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
か
ら
支
援
し
、

ま
た
、高
齢
者
や
障
害
者
の
皆
様
の
活
動
の
場
を
確
保
す
る
こ
と
で
、

い
つ
ま
で
も
健
康
で
元
気
に
地
域
で
暮
ら
せ
る
こ
と
は
大
変
重
要
な

課
題
で
す
。

西
東
京
市
で
は
、
こ
の
平
成
26
年
４
月
か
ら
、
第
２
次
総
合
計
画

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。
少
子
高
齢
社
会
の

進
展
を
見
据
え
た
次
の
10
年
の
ま
ち
づ
く
り
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
た

だ
今
申
し
上
げ
た
よ
う
な
視
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
高
齢
者
の
皆
様
の

地
域
活
動
や
社
会
貢
献
、
そ
し
て
生
き
が
い
の
拠
り
所
の
一
つ
と
し

て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
の
意
義
は
ま
す
ま
す
重
要

と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
の
御
理
解
と
御
協
力
を

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

む
す
び
に
な
り
ま
す
が
、
貴
セ
ン
タ
ー
関
係
者
並
び
に
会
員
の
皆

様
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
に
当
た
っ

て
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
に
あ
た
っ
て

当
セ
ン
タ
ー
名
誉
会
長

西

東

京

市

長　

丸
山
浩
一
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会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、明
る
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

昨
年
十
月
の
組
織
改
編
の
主
な
理
由
は
、
委
員
会
・
部
会
の
所
掌
事
項
の
重
複
を

避
け
、
単
純
化
・
明
確
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
事
業
運
営
の
成
果
が
目
に
見
え
る
よ

う
に
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。

世
情
で
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
い
ろ
い
ろ
と
取
り
沙
汰
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
セ
ン

タ
ー
が
請
け
負
う
臨
時
的
、
短
期
的
、
か
つ
軽
易
な
就
業
状
況
が
好
転
す
る
に
は
ま

だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
厳
し
い
環
境
は
今
年
も
続
く
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
①
入
会
者
数
の
伸
び
悩
み
、
②
事
業
収
入
の
減
少
、
に
つ
い
て
は
セ

ン
タ
ー
全
員
で
対
応
す
べ
き
課
題
で
す
。
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
を
支
え
る
根
幹
の

組
織
で
あ
る
、
③
地
域
班
組
織
の
活
性
化
も
、
重
要
課
題
の
一
つ
で
す
。
平
成
十
三

年
四
月
に
西
東
京
市
Ｓ
Ｃ
が
発
足
し
て
か
ら
十
三
年
が
経
過
し
、
未
だ
保
谷
風
土
、

田
無
風
土
が
見
受
け
ら
れ
る
の
は
如
何
な
も
の
か
と
思
い
ま
す
。
名
実
と
も
に
一
体

化
を
図
ら
な
け
れ
ば
、
真
の
意
味
で
の
当
セ
ン
タ
ー
の
発
展
は
有
り
得
ま
せ
ん
。

事
業
運
営
の
在
り
方
と
は
、
定
時
総
会
、
理
事
会
、
統
括
会
議
、
班
組
織
、
班
会

議
、
班
担
当
理
事
と
班
長
と
の
共
同
、
入
会
手
続
き
、
事
務
局
体
制
、
等
々
の
見
直

し
と
、
就
業
開
拓
、
就
業
会
員
の
能
力
強
化
、
適
正
就
業
の
推
進
、
発
注
者
の
満
足

度
を
上
げ
て
就
業
機
会
の
継
続
確
保
、
等
々
課
題
は
多
岐
に
亘
り
ま
す
。

現
状
を
直
視
し
、
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
見
据
え
て
、
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営

を
総
括
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
更
な
る
発
展
と
、
充
実
す
べ
き
課
題
等
を
明
確
に

し
て
解
決
す
る
た
め
の
具
体
的
な
方
策
を
、
会
員
、
役
職
員
、
事
務
局
と
が
三
位
一

体
と
な
っ
て
推
進
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、
心
身
と
も
に
元
気
な
高
齢
者
集
団
、
就
業
意
欲
に
あ
ふ
れ
、
溌
剌

と
し
て
い
る
会
員
の
集
団
で
あ
り
続
け
る
よ
う
に
、
会
員
の
皆
様
方
に
は
ご
自
愛
頂

き
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
思
い
も
よ
ら
ず
大
役
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
と
相
成
り
ま
し
た
。

新
年
の
ご
挨
拶
に
先
立
ち
ま
し
て
、
改
め
て
皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
女
性
部
会
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
に

も
略
歴
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

平
成
八
年
四
月
に「
女
性
対
策
委
員
会
」と
し
て
の
発
足
が
前
身
。
家
事
援
助
サ
ー

ビ
ス
事
業
は
同
年
六
月
に
ス
タ
ー
ト
。
平
成
十
年
七
月
、
夢
工
房
を
家
具
リ
サ
イ
ク

ル
シ
ョ
ッ
プ
内
に
出
店
。
平
成
十
一
年
七
月
に
女
性
部
会
と
し
て
承
認
さ
れ
、
専
門

部
会
と
な
り
ま
し
た
。私
は
平
成
十
一
年
十
一
月
に
社
団
法
人
保
谷
市
Ｓ
Ｃ
に
入
会
。

先
輩
の
助
言
に
よ
り
、
和
洋
服
の
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
を
立
上
げ
、
女
性
工
房
と
し
て
、

袋
物
等
の
作
成
を
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
平
成
十
三
年
に
西
東
京
市
に
な
り
今

日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
女
性
工
房
か
ら
「
華
工
房
」
へ
と
名
実
共
に
変
身
す
べ
く
秘
策
を
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
最
大
の
目
的
は
、
活
動
範
囲
を
拡
大
し
女
性
会
員
の

参
加
者
数
を
増
や
す
こ
と
と
同
時
に
、
男
性
会
員
に
と
っ
て
も
魅
力
あ
る
活
動
を
企

画
し
、
併
せ
て
入
会
者
数
の
増
加
に
つ
な
げ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
換
言
す
る

な
ら
ば
、
自
主
事
業
へ
進
化
・
特
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

文
化
祭
、
市
民
ま
つ
り
に
は
、
女
性
部
会
が
主
体
と
な
っ
て
参
加
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
大
半
の
方
々
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム
品
や
袋
物
の
販
売
が
主
た
る
目
的
だ
か
ら
女

性
部
会
に
任
せ
て
お
け
ば
良
い
と
の
認
識
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
企
画
総
務

委
員
会
も
関
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。
文
化
祭
、
市
民
ま
つ
り
こ
そ
は
、
当
セ
ン
タ
ー

の
存
在
を
、
西
東
京
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
機
会
と
捉
え
て
い
た
だ
き
、
よ

り
一
層
の
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

副
会
長
在
任
中
の
最
大
の
課
題
は
、
女
性
部
会
長
を
無
事
退
任
す
る
た
め
の
環
境

を
整
備
す
る
こ
と
で
す
。
新
年
を
迎
え
「
華
工
房
」
の
更
な
る
発
展
を
祈
念
す
る
と

共
に
、
会
員
の
皆
々
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
を
迎
え
、
皆
様
に
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
多
大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
事
務
局
を
代
表
し
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
平
成
二
十
二
年
四
月
に
作
成
し
た
当
セ
ン
タ
ー
の
中
・
長
期
計
画
も
平
成

二
十
六
年
度
に
は
終
了
い
た
し
ま
す
。

現
在
は
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
の
新
た
な
計
画
の
作
成
準
備
に
取
り
掛
か
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
後
は
以
前
に
も
増
し
て
、
計
画
の
進
行
管
理
を

し
っ
か
り
と
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
計
画
の
内
容
を
当
セ
ン
タ
ー
の
身
の
丈
に
合
っ
た
も
の
に
す
る

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
体
裁
に
囚
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
、
多
く
の
施
策
を
羅
列

す
る
こ
と
で
満
足
す
る
よ
う
な
こ
と
な
く
、
実
現
可
能
な
目
標
を
絞
り
込
み
、
そ
の

遂
行
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

私
達
の
組
織
は
、
自
主
・
自
立
が
基
本
で
す
。
組
織
が
十
分
に
機
能
す
る
た
め
に

は
会
員
の
皆
様
方
の
一
人
ひ
と
り
の
力
が
必
要
で
す
。
三
役
を
は
じ
め
、
理
事
、
監

事
、
班
長
、
副
班
長
、
職
群
の
リ
ー
ダ
ー
、
そ
し
て
す
べ
て
の
会
員
が
一
致
協
力
し

て
こ
そ
健
全
な
セ
ン
タ
ー
運
営
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

本
年
は
そ
の
よ
う
な
セ
ン
タ
ー
運
営
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。我
々
、

事
務
局
職
員
も
心
を
新
た
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ
皆
様
方
の
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
25
年
の
歩
み

１
月 

会
員
交
流
会
新
年
会（
シ
チ
ズ
ン
時
計
食
堂
）

　

 

第
３
回
会
員
接
遇
研
修
会（
参
加
者
84
名
）

　

 

安
全
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル（
財
団
指
導
員
来
所
）

２
月 

第
５
地
域
会
員
研
修
会（
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
）

　
　

 

東
京
マ
ラ
ソ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

３
月 

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会（
西
東
京
消
防
署
）

　

 

新
就
業
会
員
研
修
会（
交
通
擁
護
・
放
置
自
転
車
）

４
月 

地
域
合
同
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル（
参
加
者
44
名
）

　
　

 

田
無
駅
踏
切
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
施

　
　

 

新
就
業
会
員
研
修
会（
学
校
関
係
）

　
　

 

地
域
班
長
会
議
・
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
会
議（
保
谷
庁
舎
別
棟
）

５
月 

平
成
24
年
度
会
計
・
業
務
監
査

　
　

 

安
全
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル（
学
校
・
公
園
）

　
　

 

理
事
・
監
事
選
考
委
員
会

６
月 

市
主
催
ご
み
ゼ
ロ
運
動（
412
名
参
加
）

　
　

 

第
３
回
定
時
総
会（
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
）

７
月 

交
通
安
全
優
良
事
業
所
表
彰（
田
無
警
察
署
）

　

 

田
無
駅
踏
切
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
施

　

 

布
ぞ
う
り
講
習
会（
西
原
作
業
所
）

　

 

第
５
地
域
安
全
就
業
推
進
の
集
い（
武
蔵
野
ス
イ
ン
グ

　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ホ
ー
ル
）

　

 

安
全
強
化
月
間
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル（
放
置
自
転
車
）

　

 

自
転
車
関
係
就
業
者
会
議

８
月 

小
学
生
対
象
夏
休
み
無
料
手
芸
教
室

　

 

適
正
就
業
巡
回
調
査（
し
ご
と
財
団
指
導
員
来
所
）

　

 

理
事
・
監
事
・
班
長
合
同
会
議（
保
谷
庁
舎
研
修
室
）

９
月 

田
無
駅
踏
切
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
施

　

 

高
齢
者
ク
ラ
ブ
主
催
ご
み
ゼ
ロ
運
動（
401
名
参
加
）

　

 

安
全
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル（
タ
バ
コ
ポ
イ
捨
て
防
止
）

10
月 

第
13
回
市
民
文
化
祭
参
加（
柳
沢
公
民
館
）

11
月 

中
間
監
査

　

 

第
13
回
市
民
ま
つ
り（
い
こ
い
の
森
公
園
）

　

 

第
５
地
域
会
員
研
修
会（
成
美
教
育
文
化
会
館)

12
月 

地
区
ブ
ロ
ッ
ク
別
班
長
会
議

　

 

田
無
駅
踏
切
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
施

　
　

 

就
業
制
限
に
よ
る
交
代
説
明
会

当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
の
在
り
方

「
小
さ
な
一
歩
を
、
大
き
な
う
ね
り
に
」

新
た
な
中
・
長
期
計
画
の
策
定
に
向
け
て

代
表
理
事

会　
　

長　

澤
田
壽
弘

代
表
理
事

副
会
長　

横
内
京
子

業
務
執
行
理
事

常
務
理
事
・
事
務
局
長　

下
田
雅
男

公　
　

益

社
団
法
人　
西
東
京
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
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地
区
ブ
ロ
ッ
ク
別
班
長
会
議
を
開
催　
共
通
の
課
題
に
解
決
策
を
探
る

　

12
月
2
日
か
ら
11
日
の
間
、
当
セ
ン
タ
ー
の
4
つ
の
圏
域
ご
と
に
分
か
れ
て
、
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
別
班
長
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。
主
な
テ
ー
マ
は
「
市
報
等
配
布
事
業
に
お
け
る
班
長
の
係
わ
り
」
に
つ
い
て
。
近
隣
の
地
域
班
長
同
士
が
膝
を
突
き
合
わ

せ
て
意
見
を
交
換
し
、
共
通
の
課
題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
前
進
し
た
対
応
策
を
探
ろ
う
、
と
し
た
も
の
で
す
。

　

本
号
で
は
こ
の
ほ
か
、
昨
年
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
「
改
編
後
の
組
織
」
と
、
今
春
に
交
代
が
行
わ
れ
る
「
就
業
期
間
お
よ

び
就
業
年
齢
の
制
限
」
に
つ
い
て
、解
説
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
報
「
広
報
西
東
京
」
の
配
布
業
務
は
、

当
セ
ン
タ
ー
が
西
東
京
市
か
ら
委
託
を
受
け

実
施
し
て
い
る
重
要
な
事
業
で
す
。
こ
の
事

業
は
会
員
が
就
業
し
て
い
る
他
の
様
々
な
業

務
と
は
異
な
り
、
市
内
全
域
を
網
羅
し
、
市

民
と
直
に
接
す
る
事
業
で
あ
る
と
い
う
点
に

特
色
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
市
報
配
布
業

務
に
地
域
班
長
が
係
わ
っ
て
、
配
布
業
務
担

当
会
員
と
連
携
し
な
が
ら
、
こ
の
業
務
を
円

滑
に
運
営
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

昨
年
の
配
布
事
業
改
善
特
別
委
員
会
の
報

告
で
最
大
の
課
題
の
一
つ
は
、
配
布
担
当
者

に
緊
急
事
態
が
お
き
た
時
に
、
代
れ
る
人
を

確
保
す
る
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
仕
事
に
は
約
２
８
０
名
の
会
員
が
従

事
し
て
い
ま
す
が
、
突
然
具
合
の
悪
い
人
が

出
た
時
に
即
座
に
カ
バ
ー
で
き
る
人
を
、
ど

こ
の
地
域
に
お
い
て
も
、
予
め
用
意
し
て
お

く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
な
ど

で
リ
タ
イ
ア
す
る
人
が
出
た
時
に
も
、
ス
ム

ー
ス
に
交
代
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
し
て
お
き

た
い
も
の
で
す
。

　

地
域
班
長
の
活
動
に
よ
っ
て
、
班
の
会
員

の
皆
さ
ん
に
も
市
報
配
布
業
務
に
対
す
る
理

解
が
深
ま
り
、
そ
の
面
か
ら
も
班
の
活
性
化

に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

市
報
配
布
業
務
を
通
じ
て
当
セ
ン
タ
ー

は
、
市
と
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
評
価
を
し
て

い
た
だ
き
、
そ
れ
故
に
学
校
関
係
や
自
転
車

関
連
、
そ
の
他
様
々
な
分
野
の
事
業
を
受
注

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
こ

と
を
改
め
て
自
覚
し
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
必
要
な
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。

昨
年
10
月
に
新
組
織
が
ス
タ
ー
ト

し
、
各
委
員
会
（
部
会
）
は
精
力
的
に

活
動
し
て
お
り
ま
す
。
改
編
の
目
的
と

構
成
メ
ン
バ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、
既

に
ご
説
明
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
回

は
新
組
織
図
、
改
正
点
と
主
な
活
動
内

容
を
示
し
ま
す
。

　
【
主
な
改
正
点
】

①　

統
括
会
議
…
セ
ン
タ
ー
運
営
の
重

要
事
項
を
協
議
、
委
員
会
間
の
調
整

等
（
三
役
と
各
委
員
長
）

②　

事
業
推
進
委
員
会
…
就
業
対
策
・

就
業
開
拓
・
生
活
支
援
の
部
会
を
統

合
、
案
件
ご
と
に
機
動
的
に
対
応

③　

研
修
委
員
会
…
企
画
総
務
委
員
会

に
統
合
、
部
会
と
し
て
活
動

　
（
理
事
の
所
属
は
、
１
部
会
専
任
）

「
初
詣
で
」

今
年
も
ま
た
元
旦
の
初
詣
で
を
、
神
田
明

神
に
し
た
。
ひ
と
昔
前
ま
で
は
明
る
く
て
華

や
か
な
賑
わ
い
が
恋
し
く
て
、
浅
草
寺
に
、

と
続
け
て
お
参
り
し
て
い
た
の
だ
が
、
混
雑

に
身
動
き
も
ま
ま
な
ら
ず
、
家
族
が
押
し
つ

ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
な
ど
と
言
う
も
の
だ

か
ら
、
諦
め
て
こ
ち
ら
に
変
え
た
の
だ
。
さ

ら
に
そ
れ
以
前
に
は
、
地
元
で
は
尉
殿
神
社

の
と
き
も
東
伏
見
稲
荷
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
今
で
は
三
社
参
り
の
ひ
と
つ
と
し
て

松
の
内
に
、
田
無
神
社
に
お
参
り
を
す
る
の

が
常
と
な
っ
て
い
る
。

神
田
明
神
は
銭
形
平
次
で
有
名
だ
が
、
平

将
門
も
祀
ら
れ
て
お
り
、今
年
の
干
支
「
午
」

に
も
ご
縁
が
深
い
そ
う
だ
。
駅
か
ら
も
近
い

の
で
訪
れ
や
す
い
。
池
袋
か
ら
地
下
鉄
で
お

茶
の
水
に
出
て
外
堀
通
り
、
神
田
川
と
JR
の

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
見
下
ろ
し
な
が
ら
数
十

メ
ー
ト
ル
歩
き
、
聖
橋
の
階
段
を
上
っ
て
湯

島
聖
堂
を
右
に
す
れ
ば
す
ぐ
に
本
郷
通
り
、

目
と
鼻
の
先
に
明
神
様
の
大
鳥
居
が
あ
る
。

進
ん
で
は
ま
た
止
ま
る
行
列
に
つ
い
て
随

神
門
を
抜
け
、
左
に
鳳
凰
殿
、
右
手
の
獅
子

の
子
落
と
し
の
岩
山
を
仰
げ
ば
、
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
が
望
ま
れ
る
。
お
参
り
を
し
て
か
ら
、

本
社
殿
を
一
回
り
す
る
。
平
次
の
碑
は
、「
寛

永
通
寶
」
と
掘
ら
れ
た
丸
い
銭
型
の
大
き
な

石
を
土
台
に
し
て
建
て
ら
れ
て
い
た
。
破
魔

矢
と
御
札
を
授
か
っ
た
後
は
い
つ
も
通
り
門

前
の
茶
屋
で
、
家
族
は
あ
ま
ざ
け
、
自
分
は

豆
羹
を
い
た
だ
い
て
、
ぶ
ら
ぶ
ら
と
本
郷
三

丁
目
ま
で
歩
い
て
か
ら
帰
る
の
が
慣
わ
し
に

な
っ
て
い
る
。

年
の
初
め
の
こ
ん
な
家
族
の
さ
さ
や
か
な

行
事
を
、
こ
れ
か
ら
も
、
永
く
続
け
て
い
き

た
い
と
希
う
こ
の
ご
ろ
だ
。

　
（
渡
辺　

康
生
）

ね
ん
り
ん
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「
就
業
期
間
及
び
就
業
年
齢
の
制
限
」
の
考
え
方

配
布
事
業
の
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
に
向
け
て　
　

　
　
　
　
　
　

地
域
班
長
の
係
わ
り
に
ご
理
解
を

１　

体
力
及
び
能
力
に
合
っ
た
就
業

の
提
供

　

加
齢
に
伴
う
就
業
能
力
の
低
下
や

個
々
の
就
業
能
力
に
合
わ
せ
た
公
平

な
就
業
を
提
供
す
る
。

２　

就
業
の
独
占
防
止

　

就
業
機
会
の
公
平
を
期
す
た
め
、

長
期
継
続
就
業
を
是
正
す
る
。

３　

共
働
・
共
助
に
よ
る
仕
事
の
分

か
ち
合
い

　

で
き
る
だ
け
多
く
の
会
員
が
就
業

の
機
会
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
グ
ル

ー
プ
就
業
等
に
よ
り
仕
事
を
分
か
ち

合
い
、
互
い
に
助
け
合
っ
て
作
業
を

行
う
。

平
成
25
年
度

第
７
回
・
８
回　

理
事
会
報
告

新
組
織
に
つ
い
て

11
月
27
日
開
催

12
月
25
日
開
催

４　

安
全
・
適
正
就
業
の
推
進

　

定
め
ら
れ
た
こ
と
の
遵
守
、
徹
底

を
進
め
る
と
と
も
に
、
就
業
上
不
適

切
な
状
態
又
は
行
為
が
認
め
ら
れ
た

場
合
は
、就
業
中
止
や
退
会
勧
告
の
措

置
を
と
る
こ
と
が
あ
る
。

就
業
期
間

　

就
業
期
間
は
１
年
間
で
、
特
に
支

障
が
な
け
れ
ば
年
度
ご
と
に
更
新
す

る
。
た
だ
し
、
同
一
職
種
就
業
期
間

の
制
限
を
設
け
て
い
る
。

就
業
年
齢

　

安
全
面
に
考
慮
し
て
、
特
に
危
険

性
が
あ
る
と
指
定
し
た
職
種
に
は
、

年
齢
の
上
限
を
定
め
て
い
る
。

　

11
月
と
12
月
定
例
理
事
会
の
概
要

を
、
ま
と
め
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

一
．
事
務
局
職
員
の
給
与
、期
末
手
当
、

退
職
金
の
規
程
を
一
部
改
正
（
市
に

準
じ
て
引
下
げ
）し
ま
し
た
。
ま
た
、

育
児
・
介
護
休
業
等
に
関
す
る
規
程

等
を
制
定
（
一
部
改
正
）
し
ま
し
た
。

二
．
先
の
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
別
班
長
会
議

は
意
義
深
い
集
い
で
し
た
。
こ
の
評

価
と
反
省
の
う
え
で
、
来
年
度
も
班

長
会
議
の
う
ち
少
な
く
と
も
１
回
は

圏
域
ご
と
に
開
催
し
よ
う
と
の
意
見

が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

三
．
こ
の
会
議
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
だ
っ

た
市
報
等
配
布
業
務
で
は
、
そ
の
担

当
者
の
研
修
・
会
議
を
年
度
内
に
行

い
た
い
、
と
検
討
し
て
い
ま
す
。

四
．
就
業
期
間
等
の
制
限
に
よ
る
今
春

の
交
代
に
つ
い
て
は
、
説
明
会
を
終

え
、
後
任
者
の
公
募
も
締
め
切
ら
れ

ま
し
た
。
１
月
中
に
応
募
者
の
面
接

を
行
い
決
定
し
、
研
修
を
経
て
４
月

１
日
付
で
実
施
の
は
こ
び
で
す
。

五
．
会
員
用
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド（
仮
称
）

を
作
成
し
ま
す
。
会
員
証
と
一
緒
の

ケ
ー
ス
で
携
行
で
き
る
よ
う
に
し
よ

う
と
準
備
中
で
す
。

六
．
市
民
文
化
祭
と
市
民
ま
つ
り
の
担

当
窓
口
を
企
画
総
務
委
員
会
の
総
務

部
会
と
し
、
女
性
部
会
、
広
報
部
会

な
ど
が
、
活
動
を
展
開
し
て
行
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

七
．
監
事
に
よ
る
中
間
監
査
が
昨
年
11

月
21
日
に
実
施
さ
れ
、
指
摘
す
べ
き

事
項
は
な
い
、
と
の
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

八
．
定
例
理
事
会
の
開
催
日
を
、
来
年

度
か
ら
毎
月
の
第
４
金
曜
日
（
現
在

は
水
曜
日
）
に
変
更
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。　
　
　
　
　
（
広
報
部
会
）
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同
期
会

老
人
憩
い
の
家
お
あ
し
す

山
本　

哲
比
古

昨
年
は
喜
寿
に
あ
た
り
、
中
・
高

と
同
期
会
が
開
か
れ
、
懐
か
し
い
友

人
達
と
再
会
し
た
。皆
同
い
年
だ
が
、

昔
と
変
わ
ら
な
い
人
、
昔
の
面
影
が

全
く
な
い
人
と
様
々
だ
。
初
め
は
お

互
い
に
様
子
見
で
あ
っ
た
が
、
会
が

始
ま
っ
て
10
分
も
経
つ
と
昔
に
返
り

思
い
出
話
を
大
声
で
話
し
合
い
賑
や

か
な
会
と
な
っ
た
。

年
を
取
る
ほ
ど
に
昔
の
友
は
懐

か
し
く
良
い
も
の
で
あ
る
と
つ
く

づ
く
思
っ
た
。
傘
寿
、
米
寿
、
卒

寿
で
の
再
会
を
祈
念
し
て
散
会
し

た
。
果
た
し
て
ど
こ
ま
で
参
加
で

き
る
か
…
…
。カ

ジ
ノ
考

新
町
福
祉
会
館

鵜
沢　

正
裕

カ
ジ
ノ
は
国
の
大
小
を
問
わ
ず
世

界
に
多
数
あ
り
、
カ
ジ
ノ
都
市
＝
リ

ゾ
ー
ト
都
市
と
言
わ
れ
、
そ
の
原
点

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ
る
。
近
隣
で
は

マ
カ
オ
、
韓
国
等
は
有
名
で
あ
り
、

石
原
都
政
時
代
に
、「
日
本
に
カ
ジ

ノ
を
作
ろ
う
」
と
の
機
運
が
高
ま
り

都
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
に
も
参
加
し
た

が
、
い
つ
の
間
に
か
鎮
火
し
て
し

ま
っ
た
。

し
か
し
、
２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
東
京
開
催
決
定
に
伴
い
、
カ

ジ
ノ
解
禁
が
再
び
熱
を
帯
び
て
き

た
。
カ
ジ
ノ
フ
ァ
ン
と
し
て
は
と
て

も
嬉
し
く
、
ワ
イ
ン
を
飲
み
な
が
ら

東
京
カ
ジ
ノ
で
ル
ー
レ
ッ
ト
を
楽
し

み
た
い
も
の
で
あ
る
。

働
け
る
嬉
し
さ
は　
　

血
糖
値
に
も
現
れ
て
！

柳
沢
中
学
校
校
地
内
外
清
掃

髙
橋　

久
次

朝
の
生
徒
さ
ん
達
と
の
「
お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
挨
拶
を
交
わ
し

な
が
ら
始
ま
る
、
校
地
内
外
清
掃
に

就
か
せ
て
い
た
だ
い
て
２
年
半
に
な

り
ま
す
。
授
業
中
の
教
室
前
の
モ
ッ

プ
掛
け
に
も
授
業
内
容
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
の
余
裕
が
で
き
ま
し
た
。
全

く
理
解
で
き
な
い
科
目
が
チ
ョ
ッ
ピ

リ
解
り
ほ
っ
と
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
音
楽
室
か
ら
流
れ
る
ピ
ア
ノ
の

旋
律
に
は
何
故
か
初
恋
の
人
を
思
い

出
し
、思
わ
ず
照
れ
る
自
分
が
い
ま

す
。
そ
し
て
週
末
！
「
爺
爺
（
ジ
ー

ジ
ー
）
の
餃
子
が
食
べ
た
い
」
と
い

う
孫
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
挑
ん
で

い
る
こ
の
頃
で
す
。

世
界
文
化
遺
産
の

富
士
山
を
見
る

明
保
中
学
校
校
地
内
外
清
掃

相
馬　

一
男

私
は
趣
味
で
ド
ラ
イ
ブ
が
好
き
な

も
の
で
、
関
東
近
辺
に
は
よ
く
出
か

け
ま
す
。

昨
年
は
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
て
、
近
辺
が
大
変
混
雑

し
て
い
る
と
の
こ
と
か
ら
行
く
の
を

控
え
て
い
た
の
で
す
が
、
昨
秋
久
し

ぶ
り
に
初
冠
雪
の
富
士
山
が
見
た
く

な
り
富
士
五
湖
の
ひ
と
つ
で
あ
る
本

栖
湖
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
本
栖
湖

か
ら
見
る
富
士
山
は
最
高
で
し
た
。

西
東
京
市
か
ら
２
時
間
程
度
で
行

か
れ
ま
す
の
で
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度

い
か
が
で
す
か
。

感
謝
の
心
で

碧
山
小
学
校
施
設
管
理

北
村　

武
彦

私
は
過
去
に
胃
ガ
ン
、
胆
嚢
除
去

と
２
回
の
開
腹
手
術
を
し
ま
し
た
。

毎
年
、
新
年
を
迎
え
ま
す
と
声
に
は

し
ま
せ
ん
が
、
改
め
て
家
族
や
親
族

に
、
更
に
は
医
師
や
見
守
っ
て
下

さ
っ
た
方
々
に
感
謝
。
今
年
も
好
き

な
お
酒
（
日
本
酒
）
が
飲
め
る
こ
と

に
感
謝
。

シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
今
年
は
５

年
目
に
な
り
ま
す
が
、
メ
ン
バ
ー
、

就
業
先
等
で
の
新
た
な
出
会
い
に

感
謝
。

い
つ
も
感
謝

の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
に
、
今
年

も
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

登
山
を
楽
し
む

ひ
ば
り
が
丘
中
学
校
施
設
管
理

梅
村　

昌
利

私
は
学
校
施
設
管
理
員
を
し
て
い

ま
す
が
、
非
番
の
折
に
登
山
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
最
近
は
奥
多
摩
や
高

尾
山
周
辺
の
山
が
中
心
で
、
９
月
に

は
雲
取
山
（
２
０
１
７
ｍ
）
へ
登
っ

て
み
ま
し
た
。
山
梨
県
側
か
ら
登
っ

て
埼
玉
県
側
の
山
小
屋
に
泊
ま
り
、

東
京
都
の
山
頂
に
立
ち
、
こ
の
山
が

３
県
の
分
岐
点
に
位
置
し
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。
当
日
の
山
頂

は
濃
霧
の
た
め
残
念
な
が
ら
眺
望
ゼ

ロ
で
し
た
。

今
年
は
仲
間
と
久
し
振
り
に
北
ア

ル
プ
ス
を
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

（
左
側
白
シ
ャ
ツ
着
用
が
筆
者
）

黄
色
い
帽
子
に
誇
り
を

持
っ
て
！　
　
　
　
　

田
無
小
学
校
学
童
交
通
擁
護

今
溝　

成
久

学
童
交
通
擁
護
は
シ
ル
バ
ー
事
業

と
し
て
最
適
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

子
供
た
ち
の
交
通
安
全
確
保
の
た

め
黄
色
い
帽
子
に
青
色
の
ベ
ス
ト
を

身
に
つ
け
て
、
自
信
と
誇
り
を
持
っ

て
黄
色
い
旗
を
振
り
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
は
危
険
を
伴
い
緊
張
感

の
連
続
で
す
が
、
私
も
４
月
に
５
年

目
を
迎
え
、
活
力
の
増
進
に
努
め
て

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
経
験
を
活
か
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

写
真　

７今
の
世
の
中

田
無
駅
周
辺
自
転
車
整
理
指
導

吉
田　

次
雄

今
の
職
場
に
就
い
て
早
３
年
、
多

く
の
人
と
逢
い
ま
し
た
。
今
の
世
の

中
、
自
分
が
良
け
れ
ば
そ
れ
で
良
い

…
、
困
っ
た
も
の
だ
。
時
代
の
流
れ

だ
ろ
う
か
？

乗
っ
て
き
た
自
転
車
を
目
の
前
に

所
構
わ
ず
置
い
て
い
く
。「
駐
輪
場

に
お
願
い
し
ま
す
」
と
言
っ
て
も
何

も
言
わ
ず
置
い
て
い
く
。
こ
れ
が
今

の
世
の
中
で
あ
り
ま
す
。
他
人
の
事

な
ど
考
え
な
い
、
そ
れ
が
普
通
だ
と

思
わ
れ
る
世
の
中
に
誰
が
し
た
の
か

な
？自

転
車
に
乗
る
人
の
マ
ナ
ー
は
何

処
に
い
っ
た
の
か
な
…
？

自
転
車
保
管
所

南
町
自
転
車
保
管
所岡

野　

幸
次

南
町
自
転
車
保
管
所
は
田
無
駅
か

ら
南
へ
５
分
の
所
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
就
業
者
は
総
勢
６
人
で
す
。

午
前
に
撤
去
車
受
け
入
れ
の
た
め

に
２
人
、
午
後
は
返
還
業
務
に
３
人

で
対
応
し
て
い
ま
す
。
保
管
台
数
は

大
凡
７
０
０
台
で
す
。
返
還
時
に
は

２
０
０
０
円
を
お
支
払
い
い
た
だ
く

た
め
、
引
取
に
来
ら
れ
た
方
の
気
持

ち
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
各
担
当
者

は
細
心
な
注
意
を
持
っ
て
接
遇
に
努

め
て
い
ま
す
。

今
年
は
午
年
、
大
き
く
飛
躍
し
ま

し
ょ
う
。
最
後
に
シ
ル
バ
ー
会
員
の

皆
様
が
今
年
も
健
康
で
就
業
さ
れ
る

こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

写
真　

９

戦
場
の
よ
う
な
仕
事
場

市
報
配
布
仕
分
け
班清

水　

繁
樹

私
達
は
毎
月
、
西
原
総
合
教
育
施

設
の
一
角
で
、
約
９
万
４
０
０
０
部

の
広
報
紙
を
各
世
帯
、
事
業
所
へ
届

け
る
た
め
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

月
２
〜
３
回
の
配
布
物
を
38
拠
点
、

約
２
８
０
人
の
配
布
担
当
会
員
に
届

け
る
た
め
の
仕
分
け
を
し
て
い
ま

す
。
短
時
間
に
仕
分
け
処
理
を
す
る

こ
と
は
頭
を
使
い
、
力
の
要
る
仕
事

で
す
が
、
皆
さ
ん
元
気
に
明
る
く
作

業
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
年
も
力
を
合
わ
せ
て
事
故
無
く

仕
事
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

入場許可証

年
頭
に
思
う
こ
と

職場の皆さんからの声
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満
足
度
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

　
　
　
　
　
　
　

め
ざ
し
て

多
摩
六
都
科
学
館
駐
車
場

菅
野　

邦
昭

平
日
と
休
日
の
繁
閑
の
差
が
極
端

な
職
場
で
す
。
多
摩
六
都
科
学
館
で

は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
等
映
像
番
組
の

ほ
か
、
季
節
に
よ
り
様
々
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
催
さ
れ
ま
す
。
駐
車
場
は
来

館
さ
れ
る
お
客
様
の
玄
関
口
の
一
部

を
担
っ
て
お
り
、
サ
ー
ビ
ス
業
と
し

て
の
心
構
え
が
大
切
で
す
。

全
て
の
人
に
平
等
、
公
平
に
対
応

し
、
駐
車
場
の
利
用
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
。
特
に
繁
忙
日
に
は
無
理

な
要
望
等
が
あ
り
ま
す
が
、
ス
タ
ッ

フ
一
同
笑
顔
で
接
遇
す
る
よ
う
心
掛

け
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
の
け
そ
こ
の
け

　
　
　

お
馬
が
走
る

ア
ス
タ
市
民
ホ
ー
ル
管
理

宮
崎　

政
雄

馬
券
は
買
い
ま
せ
ん
が
、
い
つ
も

週
末
の
天
気
予
報
が
気
に
な
り
ま

す
。
私
た
ち
の
職
場
は
リ
ビ
ン
田
無

６
階
、
場
外
馬
券
売
場
内
で
す
。
競

馬
の
無
い
日
に
、
市
民
ホ
ー
ル
と
し

て
一
般
に
開
放
さ
れ
、
ダ
ン
ス
、
太

極
拳
、
合
唱
等
多
彩
な
種
目
で
、
幼

児
か
ら
オ
ー
バ
ー
米
寿
の
方
々
迄
が

来
館
し
ま
す
。

私
た
ち
は
利
用
者
が
楽
し
く
過
ご

せ
る
よ
う
心
掛
け
て
お
り
ま
す
が
、

問
題
は
最
近
の
異
常
気
象
で
す
。
悪

天
候
で
競
馬
が
順
延
に
な
る
と
、代
替

日
に
は
お
馬
様
に
追
い
出
さ
れ
ま
す
。

着
物
と
共
に

和
裁
教
室

田
中　

益
実

平
成
21
年
５
月
よ
り
、
東
伏
見
教

室
に
て
和
裁
を
教
え
て
い
ま
す
。
と

言
っ
て
も
40
歳
代
か
ら
80
歳
ま
で
の

先
輩
方
と
和
や
か
に
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
仕
立
て
て
い
る
物

は
別
々
で
す
。
若
い
方
々
は
ご
自
分

の
を
仕
立
て
た
り
、
ま
た
ご
年
輩
の

方
々
は
自
分
の
物
を
娘
さ
ん
や
お
孫

さ
ん
用
に
仕
立
て
直
し
た
り
と
…
。

作
品
展
に
も
飾
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
絞
り
の
羽
織
か
ら
３
歳
の
子
ど

も
の
着
物
と
被
布
を
仕
立
て
ま
し

た
。
仕
立
て
直
す
こ
と
で
新
し
く
命

を
甦
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

９
年
目
の
市
民
権

パ
ソ
コ
ン
班

池　

正
兄

パ
ソ
コ
ン
教
室
も
昨
年
は
開
講
か

ら
９
年
目
に
入
り
、
こ
の
間
の
延
べ

受
講
者
数
は
４
０
０
０
人
を
超
え
ま

し
た
。
毎
日
一
人
以
上
は
講
習
を
受

け
て
く
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
に
も
増
し
て
嬉
し
か
っ
た
こ

と
は
、
昨
年
６
月
の
定
時
総
会
で
の

市
長
の
ご
挨
拶
で
「
…
シ
ニ
ア
向
け

の
パ
ソ
コ
ン
教
室
…
も
市
民
生
活
に

と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と

な
っ
て
お
り
、
果
た
す
役
割
は
大
変

大
き
な
も
の
で
す
」
と
述
べ
ら
れ
、

当
パ
ソ
コ
ン
教
室
も
９
年
目
に
し
て

市
民
権
を
得
た
思
い
で
す
。

今
年
は
こ
れ
ら
の
期
待
に
添
う

べ
く
、
教
室
内
容
の
拡
充
、
ま
た

新
し
い
Ｐ
Ｃ
へ
の
対
応
等
を
含
め
、

会
長
以
下
、
事
務
局
の
援
助
の
も

と
、
新
た
な
決
意
で
進
ん
で
い
く

所
存
で
す
。店

と
仕
事

ミ
カ
ド
駐
輪
場

風
見　

浅
男

23
年
４
月
29
日
、
遊
技
場
ミ
カ
ド

前
に
集
合
す
る
よ
う
連
絡
が
あ
り
、

現
場
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど

初
対
面
の
人
達
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

ど
う
作
業
を
指
導
し
て
い
っ
た
ら
い

い
か
、
不
安
を
感
じ
な
が
ら
試
行
錯

誤
で
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
早
く
も

２
年
６
ヶ
月
を
過
ぎ
ま
し
た
。

現
在
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
協

力
で
、
日
増
し
に
対
人
関
係
お
よ
び

仕
事
の
面
で
も
順
調
に
き
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
更
に
お
店
の

方
々
お
よ
び
お
客
様
に
信
頼
さ
れ
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
。

私
の
一
周
年

田
無
駅
南
口
新
井
駐
車
場

島
村　

則
行

就
業
し
て
丁
度
１
年
に
な
り
ま

す
。
金
銭
を
取
り
扱
う
こ
と
や
金
銭

登
録
機
を
使
用
す
る
こ
と
に
、
多
少

の
抵
抗
は
あ
り
ま
し
た
が
、
諸
先
輩

の
ご
指
導
の
下
、
大
変
楽
し
く
働
い

て
い
ま
す
。

駐
車
場
に
は
色
々
な
お
客
様
が
来

場
し
ま
す
。
若
い
カ
ッ
プ
ル
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
、
ご
婦
人
、
色
々
な
ご
家

族
等
々
…
。
お
客
様
と
「
こ
ん
に
ち

は
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

と
挨
拶
を
交
わ
し
な
が
ら
一
瞬
で
も

交
わ
え
る
「
場
」
は
、
今
私
に
元
気

を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

正
月
飾
り

植
木
班

藤
木　

勝
行

正
月
飾
り
（
松
竹
梅
）
の
鉢
を
40

年
来
作
っ
て
い
る
。初
め
は
３
品
物
、

そ
れ
か
ら
５
品
物
、
多
い
と
き
は
７

品
物
等
々
で
あ
る
が
、
今
は
５
品
物

で
作
っ
て
い
る
。

何
年
か
前
に
京
都
に
行
っ
た
と
き
、

花
屋
さ
ん
の
店
頭
に
な
ん
と
松
の
若

木
が
中
心
に
座
っ
た
正
月
飾
り
が
あ

る
で
は
な
い
か
。
関
東
で
は
梅
が
中

心
に
座
る
。
松
竹
梅

の
言
葉
か
ら
す
る

と
、
松
が
中
心
に
座

る
の
が
ほ
ん
と
う
な

の
か
。

雑
草
に
挑
ん
で

除
草
班

寺
倉　

三
良

シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
て
最
初
の

仕
事
は
、
千
駄
山
広
場
の
草
刈
作

業
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
来
何
の
因

果
か
、
３
Ｋ
の
最
た
る
草
刈
、
除

草
作
業
に
関
わ
っ
て
来
た
。
共
に

気
の
合
っ
た
仲
間
同
士
、
協
力
し

な
が
ら
達
成
感
を
味
わ
い
、
仕
事

を
通
し
て
健
康
が
得
ら
れ
、
明
日

へ
の
活
力
が
生
ま
れ
て
く
る
よ
う

な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

き
つ
い
仕
事
な
る
が
故
に
「
仕
事

は
楽
し
く
や
ろ
う
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

今
年
も
汗
を
流
し
、
塩
飴
を
舐
め
な

が
ら
雑
草
と
の
闘
い
に
挑
ん
で
い
き

た
い
。

粗
大
ゴ
ミ
を
無
く
そ
う

家
具
リ
サ
イ
ク
ル
班

今
村　

武

家
具
リ
サ
イ
ク
ル
班
は
、
新
し
い

年
に
向
け
て
、
市
の
「
粗
大
ゴ
ミ

を
無
く
そ
う
」
と
い
う
方
針
に
従

い
、
環
境
問
題
の
解
決
に
貢
献
す
る

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
独
自
の
事

業
で
す
。
不
用
な
家
具
を
回
収
し
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
、
再
度
お
客
様
に

有
償
で
お
分
け
し
て
い
ま
す
。
車
の

運
転
、
搬
入
・
搬
出
は
お
客
様
の
家

の
中
ま
で
入
り
、
非
常
に
神
経
を
使

い
ま
す
。

就
業
の
時
、
事
故
が
無
い
よ
う

本
年
も
皆
一
同
で
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
。

初
心
を
忘
れ
ず

襖
・
障
子
等
の
張
替
班

大
谷　

勝
重

一
昨
年
４
月
か
ら
襖
・
障
子
等
の

張
り
替
え
の
仕
事
に
就
き
、
今
年
で

２
年
に
な
り
ま
す
。
先
輩
達
の
熱
心

な
ご
指
導
を
頂
き
、
や
っ
と
お
客
様

か
ら
の
仕
事
を
請
け
負
え
る
よ
う
に

な
り
、
日
々
新
鮮
な
気
持
ち
で
仕
事

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
お
客
様
か
ら
の
感
謝
の
一

言
が
励
み
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
も
初

心
を
忘
れ
ず
新
た
な
気
持
ち
で
お
客

様
、
シ
ル
バ
ー
の
発
展
等
の
た
め
に

頑
張
り
、
楽
し
く
仕
事
を
や
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
写
真
あ
り
）

女
性
工
房
を
改
称

華
工
房

田
村　

千
代
子

昨
年
11
月
よ
り
名
称
が
「
女
性
工

房
」
か
ら
「
華
工
房
」
と
な
り
、
現

在
26
名
の
会
員
が
お
り
ま
す
。
毎
週

土
曜
日
に
活
動
し
、
文
化
祭
、
市
民

ま
つ
り
な
ど
に
出
品
し
、
多
く
の

方
々
か
ら
賞
賛
の
声
を
頂
き
嬉
し
さ

悦
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
声
を

励
み
に
、
今
後
更
な
る
向
上
を
目
指

し
て
前
進
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
は
男
性
の
方
々
に
も
入

会
し
て
い
た
だ
き
、
よ
り
幅
広
く
作

品
を
製
作
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
お
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

職場の皆さんからの声
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リ
フ
ォ
ー
ム
の
こ
の
頃

リ
フ
ォ
ー
ム

小
畠　

節
子

年
間
行
事
を
締
め
く
く
る
文
化
祭

と
市
民
ま
つ
り
が
終
わ
り
一
息
つ
き

ほ
っ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ど

ん
な
作
品
を
作
る
か
、
ま
た
飾
り
付

け
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
を
考
え

て
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。

最
近
、
リ
フ
ォ
ー
ム
で
は
、
寸
法

直
し
や
修
理
よ
り
和
服
を
洋
服
に
作

り
替
え
る
方
が
増
え
た
り
、
和
服
で

は
寸
法
直
し
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

男
性
の
会
員
も
い
る
の
で
紳
士
物
も

承
っ
て
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

高
齢
化
社
会
で
地
域
支
援

家
事
援
助

相
原　

昭
子

高
齢
化
社
会
に
な
り
地
域
の
方
々

を
少
し
で
も
支
援
し
な
が
ら
、
新
し

い
人
と
の
出
合
い
を
大
切
に
、
家
事

援
助
の
仕
事
が
自
分
の
健
康
の
た
め

に
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。
女
性
の
仕

事
の
範
囲
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

立
場
を
替
え
て
、
満
足
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま

す
。会

話
の
中
で
、
過
去
の
出
来
事
を

お
話
し
に
な
り
ま
す
が
、
話
す
こ
と

で
心
が
軽
く
な
る
の
で
し
ょ
う
。

私
共
も
現
実
と
向
き
合
っ
て
行
こ

う
と
思
い
ま
す
。

元
気
の
源

校
地
内
外
清
掃

重
澤　

正
晴

我
が
家
に
は
犬
が
親
子
で
２
匹
い

ま
す
。
朝
晩
の
散
歩
は
大
変
な
と
き

も
あ
り
ま
す
が
、
健
康
の
素
に
な
る

と
思
い
楽
し
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

子
犬
の
方
は
わ
ん
ぱ
く
で
い
た
ず
ら

盛
り
で
す
が
、
目
に
入
れ
て
も
痛
く

な
い
と
は
こ
の
こ
と
か
な
と
思
い
ま

す
。毎

日
の
仕
事
に
精
を
出
せ
る
の

も
、
犬
の
親
子
か
ら
パ
ワ
ー
を
貰
っ

て
い
る
お
陰
だ
と
思
い
ま
す
。

就
業
先
の
学
校
で
は
緑
が
多
く
自

然
に
恵
ま
れ
、
一
緒
に
働
い
て
い
る

人
達
と
の
輪
を
大
切
に
、
事
故
の
無

い
１
年
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ん
ま
の
香
り

消
費
者
セ
ン
タ
ー
施
設
管
理

岩
崎　

英
身

就
業
は
土
・
日
・
祝
日
と
夜
間
で

す
。
昼
が
９
時
間
、
夜
が
５
時
間
で

２
人
交
代
勤
務
で
す
。
集
会
室
、
和

室
は
カ
ラ
オ
ケ
、
踊
り
、
会
議
等
多

彩
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

先
日
は
、
幼
児
の
菓
子
が
こ
ぼ
れ

て
蟻
が
入
っ
て
大
変
で
し
た
。ま
た
、

調
理
室
使
用
の
方
が
、
さ
ん
ま
を
焼

い
た
後
、
排
煙
装
置
が
な
い
た
め
匂

い
が
ぬ
け
ず
に
苦
労
し
ま
し
た
。

受
付
時
や
電
話
応
対
の
挨
拶
と
言

葉
遣
い
に
気
を
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

紙
の
重
さ
に　
　
　

悲
鳴
を
あ
げ
な
が
ら

市
報
配
送
班赤

木　

康
眞

市
の
総
世
帯
数
約
９
万
４
０
０
０

軒
に
、
毎
月
２
回
、
38
拠
点
、
約

２
８
０
名
配
布
担
当
会
員
に
よ
っ
て

全
戸
に
配
布
さ
れ
ま
す
。
当
日
の
仕

分
け
作
業
者
に
よ
り
、
市
報
、
市
議

会
だ
よ
り
、
西
東
京
市
の
教
育
、
公

民
館
だ
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
案
内

等
が
各
配
布
者
別
に
分
荷
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
ら
を
最
終
確
認
の
う
え
各

拠
点
に
配
送
す
る
の
が
私
た
ち
の
仕

事
に
な
り
ま
す
。

時
々
部
数
不
足
や
遅
配
す
る
よ
う

な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
間
違
い
の

な
い
よ
う
、
交
通
事
故
や
健
康
に
留

意
し
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。

文
化
祭
作
品
展

家
具
リ
サ
イ
ク
ル
班

佐
藤　

勇

今
回
初
め
て
文
化
祭
に
参
加
し
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
優
れ
た
作
品
に
感

動
し
ま
し
た
。
ま
た
来
年
も
皆
さ
ん

に
負
け
な
い
よ
う
な
作
品
を
出
さ
せ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
思
い
ま
す
。

各
室
の
作
品
を
見
る
の
に
戸
惑
い

が
あ
り
、
も
っ
と
分
か
り
易
く
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
せ
で
す
。
ま
た
、

期
間
が
ち
ょ
っ
と
短
い
の
が
残
念
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

楽
し
く
歩
く
こ
と
が
一
番
で
す

シ
ル
バ
ー
歩
く
会

大
沢　

道
雄　

歩
く
会
に
は
い
ろ
ん
な
仲
間
が
い
て
、
そ
の
土
地

土
地
の
歴
史
な
ど
に
や
け
に
詳
し
い
方
や
、
雑
学
に

め
っ
ぽ
う
強
く
、
常
に
質
問
攻
め
に
あ
っ
て
い
る
方

な
ど
多
士
済
々
で
す
。
わ
ざ
と
難
し
い
質
問
を
し
て

困
ら
せ
た
い
と
ぶ
つ
け
て
も
、
適
当
に
か
わ
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
神
社
や
お
寺
や
そ
れ
に
道
端
に
あ
る

石
碑
を
見
て
み
ん
な
で
読
み
解
い
て
み
た
り
、
知
っ

た
か
ぶ
っ
て
み
た
り
で
、
と
て
も
賑
や
か
で
す
。

途
中
の
酒
造
所
に
寄
っ
て
土
産
と
称
し
て
酒
を
買

い
、
お
昼
の
お
弁
当
の
と
き
に
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
と

酔
わ
な
い
程
度
の
つ
も
り
が
、
顔
を
赤
く
す
る
ほ
ど

飲
ま
さ
れ
た
の
は
誰
だ
っ
け
、
そ
れ
を
す
す
め
た
人

誰
で
し
た
っ
け（
笑
）。ま
た
、解
散
の
後
で
の
ジ
ョ
ッ

キ
２
杯
も
た
ま
ん
な
い
の
か
も
ネ
。

月
に
一
度
の
歩
く
会
は
、
休
憩
や
お
弁
当
を
と
り

な
が
ら
の
10
キ
ロ
前
後
で
す
。
シ
ル
バ
ー
で
元
気
に

就
業
さ
れ
て
い
る
あ
な
た
、
ぜ
ひ
一
度
試
し
に
来
て

み
ま
せ
ん
か
。
い
つ
で
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

健
康
に
人
生
の
源

Ｓ
Ｋ
Ａ
（
シ
ル
バ
ー
カ
ラ
オ
ケ
愛
唱
会
）

浅
井　

信
夫　

カ
ラ
オ
ケ
を
日
頃
歌
う
シ
ル
バ
ー
会
員
仲
間
と
共

に
、
楽
し
み
な
が
ら
今
年
も
歌
い
続
け
ま
す
。
西
東

京
市
民
文
化
祭
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
、
保
谷
こ
も
れ

び
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
に
て
、
テ
ー
マ
は
「
健
康
に
人
生

の
源
カ
ラ
オ
ケ
」
で
18
サ
ー
ク
ル
、
１
１
４
名
が
熱

唱
し
ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー
カ
ラ
オ
ケ
愛
唱
会
か
ら
は

５
名
の
会
員
が
歌
唱
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。

歌
い
仲
間
会
員
諸
君
！
声
を
出
す
、
歌
を
唄
う
、

人
生
を
健
康
に
大
い
に
謳
歌
し
ま
し
ょ
う
！

身
体
能
力
に
左
右
さ
れ
な
い
ゲ
ー
ム

囲
碁
サ
ー
ク
ル
碁
遊
会

岡
村　

公
司　

毎
週
火
曜
日
（
第
４
週
は
除
く
）、
９
時
〜
12
時
、

住
吉
会
館
ル
ピ
ナ
ス
４
階
で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

毎
回
15
〜
16
名
ほ
ど
で
組
合
せ
自
由
に
対
局
、
熱
戦

を
展
開
し
時
間
一
杯
大
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

囲
碁
の
愛
好
者
は
大
勢
お
り
ま
す
が
、
最
近
は
特

に
女
性
と
年
配
者
に
増
加
傾
向
が
見
ら
れ
る
そ
う
で

す
。（
当
会
は
現
在
女
性
ゼ
ロ
）。
囲
碁
は
身
体
能
力

に
あ
ま
り
左
右
さ
れ
な
い
ゲ
ー
ム
で
、
対
局
を
重
ね

る
と
、
そ
の
面
白
さ
と
内
容
の
奥
深
さ
が
解
っ
て
き

て
、
い
わ
ゆ
る
ハ
マ
ル
よ
う
で
す
。

如
何
で
す
か
、
一
度
ゆ
っ
く
り
見
学
さ
れ
入
会
さ

れ
て
は
。
大
歓
迎
で
す
。
な
お
、
対
局
前
、
５
〜
10

分
位
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
で
、
お
互
い
の
情
報
交
換
な

ど
で
頭
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
ま
す
。

多
摩
地
区
と
都
心
に
も

写
真
の
会

北
原　

敏
也　

私
達
写
真
の
会
は
毎
年
、
多
摩
地
区
を
中
心
に
撮

影
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
４
月
に
は
都
心
に

行
っ
て
み
よ
う
と
皇
居
、
東
京
駅
、
郵
便
局
（
本
局
）

を
巡
り
ま
し
た
。
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
皆
さ
ん
良

く
撮
影
し
な
が
ら
歩
い
て
く
れ
ま
し
た
。

皇
居
で
は
九
段
か
ら
皇
居
に
か
け
、桜
が
満
開
で
、

皇
居
の
中
に
あ
っ
た
八
重
桜
が
新
緑
と
重
な
り
大
変

美
し
く
、
ま
た
江
戸
時
代
の
大
き
な
石
垣
、
建
物
等

に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
駅
は
有
名
レ
ス
ト
ラ
ン
街
に
変
身
？
郵
便
局

は
全
く
身
動
き
の
出
来
な
い
大
勢
の
人
、
早
々
に
退

散
し
ま
し
た
。
新
名
所
？
は
間
を
置
き
行
く
も
の
だ

と
反
省
！

北
山
公
園
は
例
年
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の

菖
蒲
が
美
し
く
咲
き
、
撮
影
に
は
丁
度
タ
イ
ミ
ン
グ

が
よ
か
っ
た
。
奥
の
一
角
に
田
ん
ぼ
が
あ
り
、
親
子

揃
っ
て
田
植
え
を
始
め
る
と
こ
ろ
で
珍
し
い
風
景
に

会
う
こ
と
が
で
き
、
楽
し
く
見
と
れ
て
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
切
る
の
を
忘
れ
て
い
ま
し
た
。

新
年
も
変
わ
り
行
く
都
心
、
郊
外
の
風
景
を
撮
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
歩
く
会

第
90
回　

月
島
・
佃
島
（
海
と
船
の
ロ
マ
ン
を
め
ぐ
る
）

　

日
時
2
月
15
日（
土
）
9
時
集
合

　

大
江
戸
線
中
井
駅
ホ
ー
ム
（
練
馬
寄
り
）

第
91
回　

馬
事
公
苑
か
ら
砧
公
園
・
二
子
玉
川
へ

　

日
時
3
月
8
日（
土
）
9
時
集
合

　

Ｊ
Ｒ
高
田
馬
場
駅　

ホ
ー
ム
中
央

Ｓ
Ｋ
Ａ
（
シ
ル
バ
ー
カ
ラ
オ
ケ
愛
唱
会
）

　

日
時　

2
月
8
日（
土
）、
２
月
10
日（
月
）

　

会
場　

お
あ
し
す　

13
時
〜
17
時

碁
遊
会　

ル
ピ
ナ
ス
9
時
〜
12
時

　

1
月
21
日（
火
）

　

2
月
4
日（
火
）
11
日（
火
）・
18
日（
火
）

　

3
月
4
日（
火
）
11
日（
火
）・
18
日（
火
）

サ
ー
ク
ル
掲
示
板

東京大マラソンの　　
　　ボランティア募集
日　時：26年 2月 23日（日）
場　所：メイン会場　有明ほか
内　容：ごみの分別廃棄・観客整理
　　　　ほか（2～ 3時間）
締切日：１月 17日（金）まで
活動を希望される方は
事務局にご連絡ください。

サ ー ク ル の た よ り （ 入 会 歓 迎 ）

職場の皆さんからの声
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挨
拶
で
仕
事
に
励
み

東
日
本
大
震
災
を
２
年
前
に
経
験
し
て
か

ら
、
最
近
で
は
伊
豆
大
島
の
災
害
、
30
号
台

風
に
よ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
数
千
人
に
及
ぶ

死
亡
・
行
方
不
明
被
害
、
ま
た
、
米
国
で
も

大
き
な
竜
巻
で
多
く
の
住
居
破
壊
等
に
よ
る

多
大
な
事
故
な
ど
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
地
球
温
暖
化
に
起
因
す
る
と
思
わ

れ
る
た
め
、
個
人
の
家
庭
に
お
い
て
も
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
削
減
」
が
必
要
と
思
い
、
わ
が

家
で
は
さ
さ
や
か
で
す
が
省
エ
ネ
タ
イ
プ
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
へ
の
変
更
を
行
い
ま
し
た
。
さ

て
、
私
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
ご
厄

介
に
な
り
、
学
童
擁
護
や
市
報
配
布
等
で
約

２
年
半
経
過
し
、
特
に
学
童
擁
護
で
は
生
徒

の
登
校
時
に
「
お
は
よ
う
、
元
気
に
頑
張
っ

て
お
い
で
」、
下
校
時
に
は
「
ま
た
明
日
ね
」

の
挨
拶
を
す
る
と
子
供
た
ち
も
明
る
く
挨
拶

を
返
し
て
く
れ
る
な
ど
、
ニ
コ
ヤ
カ
に
話
を

交
わ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
所
の
お
年
寄

り
や
勤
め
人
か
ら
も
「
ご
苦
労
様
、
今
日
は

暖
か
い
で
す
ネ
」
と
か
「
寒
い
で
す
ネ
」
と

会
話
を
交
わ
し
、
大
変
楽
し
い
日
々
を
経
験

し
て
お
り
ま
す
。
新
年
も
同
じ
姿
勢
で
過
ご

そ
う
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
会
員
の
方
々
も
個
々
の
仕
事
を

通
し
て
、
街
の
人
や
通
行
中
の
人
と
挨
拶
や

会
話
が
で
き
る
姿
勢
で
お
過
ご
し
い
た
だ
く

と
、
よ
り
一
層
の
励
み
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。　
　
（
谷
戸
町　

平
田　

昇
）

む
こ
う
三
軒
両
隣
り

ザ
ク
ッ
ザ
ッ
ク
、
ド
サ
リ
。
じ
ん
わ
り
と

首
ま
わ
り
に
汗
を
か
く
。
重
ね
着
の
ジ
ャ
ン

バ
ー
を
脱
い
で
、
自
転
車
に
掛
け
る
。
ど
こ

市報配布拠点・放置自転車（保南）班の
ヒヤリハット

　昨年 10 月に、しごと財団の自転車安全講習会に参
加しました。東京で自転車事故が、１年で平均 149 件
（2.5 日に１件）発生し、シルバー会員も就業途上で２
名死亡しています。自転車乗車時の安全心得をもう一
度、振り返ってみましょう。
①　自転車は軽車両ですので、必ず道路の左側帯を通
る。特に右折横断に注意しましょう。

②　加齢に伴う身体機能の低下を自覚しましょう。危な
いと思ったら転倒防止のため、すぐ止まるか、地面に
足を着ける。できれば、24インチ以下の自転車を利
用し、ヘルメットをかぶる。ここ５年間で、全国で
　ヘルメットをつけない人の死者　　　２１８１人
　ヘルメットをつけた人の死者　　　　　　２７人
③　法律違反をして事故を起こすと、刑事上民事上の
責任が問われますので、急がない事、無理をしない
ようにしましょう。
　私事ですが、昨年１月 14 日降雪時に、自転車でス
リップして転倒し、後方の自動車にヒヤリハットしま
した。それからは、注意深く、安全！、安全！を心掛
けています。

　　　　　　（安全管理委員会　　　　徳山　巌）

シニアのためのパソコン教室

昨年11月９日・10日、市民まつりが、
いこいの森公園で開催され、多くの人出で
賑わいました。センターからは、会場の見
廻り、駐輪場の整理、ごみ整理等に172名
の会員の皆さんが参加し、まつりの一翼を
担いました。
また、女性部会の華工房作品の展示販売
も人だかりができるほどの盛況でした。

第13回 市民まつり第13回 市民まつり第13回 市民まつり第13回 市民まつり

就業相談会
＊平成26年２･３月講座日程＊

講座名 開　　催　　日 申込期限
無 料 講 座 2月6日（金） ＰＭ 1月 26 日
入 門 講 座 2月７･14･21･28日 ＡＭ４回 1月 27 日
活 用 講 座 2月７･14･21･28日 ＰＭ４回
ワ ー ド 初 級 2月4･18･20（木）･25日 ＡＭ４回 1月 24 日
エ ク セ ル 初 級 2月4･18･20（木）･25日 ＰＭ４回 1月 24 日
無 料 講 座 3月6日（木） ＰＭ 2月 24 日
入 門 講 座 3月7･14･20（木）･28日 ＡＭ４回 2月 25 日
活 用 講 座 3月7･14･20（木）･28日 ＰＭ４回
ワ ー ド 中 級 3月4･11･18･25日 ＡＭ４回 2月 21 日
エ ク セ ル 中 級 3月4･11･18･25日 ＰＭ４回 2月 21 日
　無料講座は「パソコンの始め方と入力」という内容でパソコンの初歩的な
使い方と楽しさを経験していただく講座です。活用講座はワード､ エクセル
の応用 ･インターネット ･メール ･画像の処理など､ さらなるパソコンの活
用を学ぶ講座です。（詳細は下記へ資料をご請求ください）
宛先：西東京市シルバー人材センター パソコン班､
　　　〒 202-0013 中町 1-6-8 保谷東分庁舎内 ℡ 042-425-6611

傷害事故　（平成 25年 11月・12月報告分）
作業名 事故発生状況 再発防止対策

公園清掃
就業に向かう途中、坂を登り終えた時に力尽きて
ふらついた。足を着こうとしたが自転車の横に
縛ってあった竹箒に引っ掛かり転倒。

坂道を無理して上らず、自転車か
ら降りて押して上る。加齢による
諸機能の低下を十分に認識し無理
をしないこと。

家具
リサイクル

車で移動中、トイレを借りるためスーパーに立ち
寄った。車に戻る際、駐車場の車止めに足を取ら
れ転倒。

安全第一を心掛け、急いだりあわ
てたりしないこと。車止めの無い
所を通ること。

学童　　
交通擁護

就業を終え帰宅途中、向こう側から自転車に乗っ
た大柄の男性が猛スピードで走ってきた。自転車
を降りて民家の壁側に避けたが、自転車が通り過
ぎた後、ふらついて壁側に自転車ごと倒れた。

帰宅するまでは仕事のうち、交通
事故に気をつけること。
　
　

ま
で
掻
け
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
狭
い
道
だ

が
積
も
っ
た
雪
が
白
く
続
く
。

車
に
踏
ま
れ
た
黒
ず
ん
だ
雪
は
、
想
像
以

上
に
重
く
固
い
。
左
隣
り
の
前
ま
で
、
掻
き

終
わ
る
と
一
軒
先
の
十
字
路
が
見
え
る
。
あ

そ
こ
ま
で
や
ろ
う
か
。
右
隣
り
の
方
も
気
に

か
か
る
。

お
と
と
し
の
大
雪
の
日
は
、
孤
軍
奮
闘
で

あ
っ
た
。

き
ょ
ね
ん
の
降
り
積
も
っ
た
時
は
、
右
隣

り
も
左
隣
り
も
ス
コ
ッ
プ
を
持
っ
て
参
加
し

て
く
れ
た
。

「
よ
く
降
り
ま
し
た
な
あ
」
と
挨
拶
を
か
わ

し
て
作
業
に
没
頭
す
る
。
足
が
冷
た
く
な
り
、

腰
が
悲
鳴
を
あ
げ
る
。
案
外
早
く
終
了
す
る
。

「
共
働
共
助
」

協
力
す
る
と
成
果
が
あ
が
る
。
胸
が
熱
く

な
る
。
せ
ち
辛
い
世
の
中
に
な
っ
て
、
い
く

久
し
い
。
さ
ぎ
事
件
も
横
行
し
て
い
る
。

今
年
は
う
ま
年
だ
か
ら
、
馬
ほ
ど
雪
が
降

る
か
も
知
れ
な
い
が
、
近
所
総
出
で
雪
か
き

し
て
い
る
だ
ろ
う
。
大
雪
が
降
ら
な
い
こ
と

を
祈
る
反
面
、
酒
の
呑
め
る
風
情
の
小
雪
を

期
待
し
て
も
い
る
。
馬
力
を
出
し
て
、
午
年

を
生
き
て
い
こ
う
。（
泉
町　

佐
藤　

紳
壽)

12月 1日から
自転車の交通ルールが一部改正されました。
１、 これまで路側帯（歩道のない道路に設けられた白線の内側）は双方向に
通行できましたが、今後自転車は左側部分の路側帯に限られます。

２、 基準に適合したブレーキを備えていないと認められる時は、警察官が自
転車を停止させて検査を行い、応急のブレーキ整備や運転継続の禁止を
命令できるようになりました。　　　　　　　　　　（ヒヤリハット参照）

1
月
23
日（
木
）

2
月
27
日（
木
）

セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
開
催

　
　

※
予
約
制

ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に
セ
ン
タ
ー
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

13
時
30
分
か
ら



（
事
務
局
写
真
）　

各
列
と
も
左
か
ら

　

前
列　

山
田
・
下
田
・
下
田
局
長
・
本
橋

　

後
列　

井
砂
・
林
田
・
鈴
木　
（
敬
称
略
）

（役員写真） 　円内　成田　藤倉　小松
各列とも左から 　後列　山田・白瀬・佐藤・柳沢・堀
（敬称略） 　中列　古屋・藤井・小倉・樽井・大河原
　　　　 　前列　渡辺・下田・横内・澤田・ 内
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代
表
理
事
・
会　

長 

澤　

田　

壽　

弘

代
表
理
事
・
副
会
長 

横　

内　

京　

子

業
務
執
行
理
事 

下　

田　

雅　

男

理　
　
　
　

事 

小　

倉　

典　

子

　
　

〃 
小　

松　
　
　

啓

　
　

〃 
佐　

藤　

勝　

司

　
　

〃 

　

内　

正　

一

　
　

〃 

樽　

井　

秀　

夫

　
　

〃 

藤　

井　

郁　

子

　
　

〃 

藤　

倉　

厚　

生

　
　

〃 

古　

屋　

貞　

子

　
　

〃 

堀　
　
　

康　

隆

　
　

〃 

柳　

沢　
　
　

進

　
　

〃 

山　

田　

孝　

輝

　
　

〃 

渡　

邊　

康　

生

　
　

〃 

成　

田　
　
　

始

監　
　
　
　

事 

大
河
原　

謙
一
郎

　
　

〃 

白　

瀬　

有
季
子

今
年
も
役
職
員
・
事
務
局
職
員

一
同
、
力
を
合
わ
せ
て
よ
り
よ
い

セ
ン
タ
ー
運
営
に
向
け
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

常
務
理
事

事
務
局
長 

下
田　

雅
男

次　
　

長 

下
田　

武
司

主　
　

任 

山
田
聖
一
郎

　
　

〃　

 

井
砂　

浩
子

主　
　

事 

林
田
佐
由
理

　
　

〃　

 

本
橋　

昌
紀

嘱　
　

託 

鈴
木
久
美
子

さ
れ
た
方
々
で
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

下
保
谷
２ 

高　

橋　

征　

男

ひ
ば
り
が
丘
２ 

堤　
　
　

雄
一
郎

住

吉

町 

高　

辻　

喜　

文

泉

町

１ 

中　

井　

博　

司

〃

 

吉　

田　

和　

男

谷
戸
町
１ 

須　

田　

眞
貴
子

緑

町 

篠　

田　
　
　

守

西
原
町
２ 

山　

口　
　
　

誠

芝
久
保
町
３ 

小　

野　

好　

子

保
谷
町
１ 

尾　

崎　

ユ
リ
子

保
谷
町
３ 

志　

藤　

源　

士

富
士
町
１ 

中　

塚　

雅　

郎

向
台
町
２ 

藤　

原　
　
　

弘

〃

 

嵯　

峨　
　
　

守

新

町 

佐
々
木　
　
　

洋

せ
ん
り
ょ
う
の

鈴
の
音
は

廃
屋
の

主
を
待
ち
つ
つ

春
の
居
場
所
さ
が
し
て
る

元
旦
に

末
広
が
り
に

滝
が
落
ち
て
ゆ
く

白
い
線
光
の
初
夢
は

働
く
仲シ

ル
バ
ー間
の
幸
祈
る

思
い
が
け
ぬ

友
の
賀た
よ
り状

胸
の
鼓
動
お
さ
ま
ら
ず

返
す
筆
先
割
れ
て

墨
も
散
る

南
町　

平
山
紀
美
子

　

丸
山
浩
一
名
誉
会
長
は
じ
め
、
多
く

の
会
員
の
皆
様
の
ご
寄
稿
に
よ
り
、
新

年
号
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
根
幹
を

に
な
う
「
職
場
の
皆
様
方
か
ら
の
便

り
」
で
特
集
面
を
組
み
ま
し
た
が
、
会

員
相
互
の
ご
理
解
と
親
睦
に
繋
が
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
わ
か
り
易

く
、
楽
し
く
読
ん
で
い
た
だ
け
る
紙
面

作
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
意
見
、
ご
希
望

等
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
部
会
）

理 事 会 一 同

事 務 局 一 同『
西
東
京
シ
ル
バ
ー

ニ
ュ
ー
ス
』

２
月
は
休
刊
し
ま
す

配分金の振込日は
１月就業分は２月17日（月）
２月就業分は３月17日（月）です。

入
会

退
会

五
行
歌

賀　

正

賀　

正　
　

笑
顔
で
今
年
も
よ
ろ
し
く

　
　

笑
顔
で
今
年
も
よ
ろ
し
く

☆
編
集
後
記
☆

男　性 901 名
女　性 452 名
合　計 1,353 名
 （12月31日現在）

会
員
総
数

さ
れ
た
方
々
で
す

北

町 

斑　

目　

和　

男

下
保
谷
１ 

遠　

藤　

弘　

志

住

吉

町 

松　

尾　

武　

之

泉

町

２ 

雨　

宮　

き　

み

東

町 

松　

本　

文　

明

谷
戸
町
１ 

荒　

木　

小
三
郎

西
原
町
２ 

浦　

崎　

忠　

浩

保
谷
町
３ 

赤　

池　

武　

三

富
士
町
２ 

関　

根　
　
　

寛

新
・
保
谷
町
３

旧
・
保
谷
町
１

星　
　
　

敏　

夫

平成 25 年 10 月分　　事　業　実　施　状　況

受託件数 就業実人員
契　約　金　額

就業率
合　計 比率 前年同月比 (%)

公 共 事 業 49 25,096,982 54.7 97.8 男 66.7
民 間 事業等 600 20,884,379 45.3 95.9 女 68.7
　 合　 計 649 906 45,981,361 100.0 96.9 計 67.4

平成 25 年 11 月分　　事　業　実　施　状　況

受託件数 就業実人員
契　約　金　額

就業率
合　計 比率 前年同月比 (%)

公 共 事 業 51 25,459,007 50.6 97.7 男 67.2
民 間 事業等 659 24,869,098 49.4 105.0 女 71.3
　 合　 計 710 926 50,328,105 100.0 101.2 計 68.6

地区ブロック別班長会議に出席の皆さん
北東部圏域北東部圏域西部圏域西部圏域

中部圏域中部圏域 南部圏域南部圏域


